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Politecnico
di Milano
Polytechnic University of Milan

ミラノ工科大学

https://www.polimi.it/

交流の概要

 2002年に学術・学⽣交流協定を締結
継続的に派遣・受⼊れ
直近の協定更新は2020年2⽉

 派遣先は協定締結先の
School of Design（Bovizaキャンパス）

 実績は，

2020年度は，COVID-19の感染拡⼤により
派遣・受⼊ともに⾒送り

2021年度は，ミラノ⼯科⼤学側留学辞退

年度 13 14 15 16 17 18 19 20 21
受⼊ 5 1 2 1 0 4 4 (7) (6)
派遣 0 1 0 3 2 4 2 (2) (2)
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Politecnico
di Milano

 地元企業の強⼒な要請のもとに1863年設⽴
 イタリアの建築家の20%，技術者の10%は

Politecnico di Milano の卒業⽣
 総合⼤学

 School of Design
School of Architecture, Urban Planning, 
Construction Engineering
School of Civil, Environmental and Land 
Management Engineering
School of Industrial and Information 
Engineering

 学⽣4万⼈，留学⽣1300⼈で国際⾊豊か
800⼈のデザイン系学⽣

 部局の交換留学希望申し出の締め切りは，
4⽉上旬と10⽉上旬

派遣条件

Politecnico di Milano との取り決め

イタリア語検定を受験し，合格していること
レベルは問いません

 実⽤イタリア語検定 ［イタリア語検定協会］

 イタリア語能⼒検定試験PLIDA
［ダンテ・アリギエーリ協会］

 検定は概ね春と秋の2回です．
計画的に受験の準備を進めてください．

あなたがイタリア語検定の準備を始めるときに、
ミラノ⼯科⼤学への留学が始まります．
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実用
イタリア語
検定

イタリア語検定協会

 5級
初歩的なイタリア語を理解することができる。
初歩的な挨拶・紹介・質問への返答などが
できる能⼒が要求される。

 4級
平易なイタリア語を聴き・話し・読み・書く
ことができる。
⾃⼰紹介・簡単な道案内・買い物・バールでの
簡単な注⽂などの平易なコミュニケーションが
できる能⼒が要求される。

 秋季︓1級 / 2級 / 準2級 / 3級 / 4級 / 5級
試験︓10⽉3⽇（出願︓8⽉11⽇に締切済み）

 福岡で受験可
（福岡県中⼩企業振興センター［吉塚］）

 2022年春季 第54回実⽤イタリア語検定は
オンラインで実施

イタリア語検定協会 https://www.iken.gr.jp/

イタリア語
能力検定試験
PLIDA

ダンテ・
アリギエーリ協会

 A1︓最も初歩的なレベル
－A2－B2－B2－C1
－C2︓イタリア語を⺟国語として教育を受け
た⼈の実⼒と同等
6レベル

 2021年は，A1レベルの開催予定なし
秋季︓12⽉5⽇ (⽇) A2/B1/B2/C1/C2

 試験会場
ダンテ・アリギエーリ協会東京⽀部
(東京都渋⾕区)

 ダンテ会員でない場合、会員登録が必要
年会費︓6,000円

www.il‐centro.net/wpd/イタリア語検定‐plida/
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派遣選考

 交換留学での派遣を希望する⽅は，
担当教員宛に留学の意志を伝えてください．
⽵之内 ktake@
吉村 yoshimur@

 申し出の期限は，
4⽉7⽇［第1学期派遣．9⽉中旬から2⽉下旬］
10⽉7⽇［第2学期派遣．2⽉中旬から7⽉］

 選考⾯接では，以下についての10分程度の
プレゼンテーションをしてもらい，
その後，質問をします．

 ミラノ⼯科⼤学への派遣を希望する理由
 イタリアに留学をしたい理由ではありません

 派遣中の履修計画（履修予定科⽬）
 派遣先での活動計画（学内・学外）
 イタリア語検定合格の通知または関係書類
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